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道
路
と
車
馬 

谷
山
は
昔
か
ら
南
薩
地
方
に
通
ず
る
大
動
脈
を
な
し
、
交
通
の
要
衝
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鹿
児
島
か
ら
指
宿
、
山
川
に
至
る

幹
線
が
谷
山
を
経
由
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
伊
作
、
川
辺
、
知
覧
、
大
崎
、
伊
集
院
に
通
ず
る
支
線
が
谷
山
か
ら
分
岐
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
幹
線
や
支
線
は
今
日
い
ず
れ
も
国
道
や
県
道
と
し
て
重
要
な
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
谷
山
地
内
に
は
多
く
の
里
道
が
、
い

ま
で
は
市
道
と
し
て
、
す
み
ず
み
ま
で
四
通
八
達
し
て
い
る
。 

 
 
 

現
在
、
谷
山
に
は
二
つ
の
国
、
五
つ
の
県
道
、
一
四
六
の
市
道
が
あ
る
。
鹿
児
島
県
道
路
課
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
四
月
の
新

道
路
法
に
よ
っ
て
国
道
ま
た
は
県
道
に
認
定
さ
れ
た
谷
山
関
係
の
道
路
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

 
 
 

一
般
国
道
二
二
五
号
線 

こ
こ
は
大
正
九
年
四
月
に
、
ま
ず
県
道
鹿
児
島
加
世
田
線
と
し
て
認
定
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
枕
崎
鹿
児
島

線
と
し
て
二
級
国
道
二
二
五
号
線
に
編
入
、
昭
和
四
十
年
三
月
一
般
国
道
二
二
五
号
線
と
改
称
。
一
般
国
道
二
二
六
号
線 

こ
れ
は
同
じ

く
大
正
九
年
四
月
県
道
鹿
児
島
指
宿
線
と
し
て
認
定
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
枕
崎
指
宿
鹿
児
島
線
と
し
て
二
級
国
道
二
二
六
号
線
に
編
入
、

昭
和
四
十
年
三
月
一
般
国
道
二
二
六
号
線
と
改
称
。
県
道
谷
山
伊
作
線
と
県
道
谷
山
知
覧
線
は
共
に
昭
和
二
十
九
年
四
月
県
道
に
認
定
。
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県
道
小
山
田
谷
山
線
は
昭
和
十
五
年
四
月
に
県
道
認
定
。
県
道
永
吉
入
佐
鹿
児
島
線
は
も
と
県
道
入
佐
鹿
児
島
線
（
大
正
九
年
四
月
認
定
）

と
県
道
入
佐
永
吉
停
車
場
線
（
大
正
十
五
年
一
月
認
定
）
の
二
線
が
、
昭
和
三
十
三
年
一
月
に
合
一
し
て
県
道
認
定
。
県
道
大
崎
谷
山

線
は
昭
和
七
年
四
月
に
県
道
大
崎
鹿
児
島
線
と
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
に
県
道
大
崎
谷
山
線
に
認
定
。 

 
 
 
 
 
 

国
道
二
二
五
号
線
は
鹿
児
島
か
ら
谷
山
の
上
福
元
、
和
田
、
下
福
元
に
至
り
、
下
福
元
の
影
原
か
ら
川
辺
に
通
じ
枕
崎
に
達
す
る
路
線

で
あ
る
。
そ
し
て
、
影
原
と
川
辺
の
間
を
従
来
は
川
辺
街
道
と
呼
ん
で
い
た
。
国
道
二
二
六
号
線
は
影
原
を
起
点
と
し
て
平
川
を
通
り
、

喜
入
指
宿
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
は
鹿
児
島
か
ら
谷
山
を
通
過
し
て
、
喜
入
、
指
宿
、
山
川
に
至
る
街
道
を
山
川
路
と
呼
ん
で

い
た
が
、
現
在
の
二
二
六
号
線
は
影
原
を
起
点
と
す
る
山
川
路
に
な
っ
て
い
る
。
県
道
谷
山
伊
作
線
は
南
清
見
か
ら
分
岐
し
て
伊
作
、
加

世
田
に
通
ず
る
線
で
あ
る
。
従
来
は
伊
作
街
道
と
呼
び
、
明
治
の
初
期
に
は
西
目
街
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
県
道
小
山
田
谷
山
線
は
伊

作
街
道
か
ら
分
岐
し
て
中
、
山
田
に
至
る
も
の
で
、
普
通
に
は
山
田
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
県
道
永
吉
入
佐
鹿
児
島
線
は
鹿
児
島
か
ら
山

田
に
出
て
、
山
田
か
ら
五
ヵ
別
府
を
通
り
上
伊
集
院
の
春
山
に
通
ず
る
路
線
で
あ
る
。
県
道
谷
山
知
覧
線
は
平
川
か
ら
分
岐
し
て
知
覧
に
出

る
路
線
で
、
普
通
に
知
覧
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
県
道
大
崎
谷
山
線
は
下
福
元
の
坂
之
上
か
ら
分
岐
し
て
錫
山
か
ら
薩
摩
大
崎
に
通
ず

る
路
線
で
あ
り
、
谷
山
で
は
こ
の
道
を
錫
山
線
と
呼
ん
で
い
る
。
左
に
掲
げ
る
道
路
地
図
は
、
現
在
に
お
け
る
国
道
と
県
道
を
示
し
た
も

の
で
、
こ
れ
に
市
道
の
主
な
る
も
の
を
書
き
入
れ
た
道
路
略
図
で
あ
る
。 
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と
こ
ろ
で
、
右
に
述
べ
た
道
路
は
大
正
九
年
の
新
道
路
法
に
よ
っ
て
始
め
て
県
道
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
実
は
そ
の
ず
っ
と
以
前
か

ら
県
道
に
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
県
道
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
記
録
が
見
当
ら
な
い

が
、
明
治
十
五
年
七
月
に
編
成
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
地
誌
」
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
国
谷
山
郡
の
道
路
と
し
て
お
も
な
も
の
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
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 大

部
分
が
い
ず
れ
も
「
県
道
三
等
に
属
す
」
と
あ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
明
治
十
五
年
に
は
県
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
県
道
と
し
て
の
指
定
は
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
県
庁
が
で
き
た
と
き
に
、
当
時
の
幹
線
道
路
ま
た
は
主
要
道
路
が
県

道
と
し
て
始
め
て
指
定
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
後
さ
ら
に
研
究
を
要
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
右
の
鹿
児
島
県
地
誌
に
よ
っ
て
明
治
初
期
に
お
け
る
谷
山
の
お
も
な
道
路
を
拾
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

 
 
 

 

「
山
川
路 

一
に
谷
山
街
道
と
称
し
、
ま
た
下
潟
街
道
と
呼
ぶ
。
県
道
三
等
に
属
す
。
宇
宿
村
の
界
よ
り
上
福
元
村
、
塩
屋
村
を
経
て
谷

山
駅
に
至
る
長
さ
三
十
五
町
五
十
四
間
三
尺
六
寸
、
谷
山
駅
よ
り
塩
屋
村
、
和
田
村
を
経
て
瀬
々
串
の
界
に
至
る
二
里
三
十
四
町
三
十
七

間
五
尺
八
寸
、
広
さ
一
間
三
尺
よ
り
三
間
、
喜
入
駅
、
山
川
駅
を
経
て
頴
娃
駅
に
達
す
。
西
目
街
道 

県
道
三
等
に
属
す
。
谷
山
駅
よ
り

伊
作
駅
、
加
世
田
駅
を
経
て
枕
崎
に
達
す
、
谷
山
駅
よ
り
上
福
元
村
、
中
村
を
経
て
阿
多
郡
与
倉
村
の
界
字あ

ざ

柳
ヶ
谷
に
至
る
。
長
さ
二
里

十
三
町
三
十
三
間
一
尺
九
寸
広
さ
二
間
。
川
辺
街
道 

県
道
三
等
に
属
す
。
谷
山
駅
よ
り
勝
目
駅
を
経
て
枕
崎
に
達
す
、
下
福
元
村
、
平

川
村
を
経
て
堂
ノ
尾
坂
を
越
え
川
辺
郡
清
水
村
の
界
に
至
る
、
長
さ
二
里
十
二
町
三
十
八
間
一
尺
広
さ
一
間
三
尺
。
浜
田
道 

里
道
一
等

に
属
す
。
上
福
元
村
の
界
よ
り
村
の
中
央
を
斜
に
西
南
に
通
じ
（
慈
眼
寺
を
経
て
玉
利
、
木
屋
宇
都
に
出
で
）
鬼
燈
ヶ
谷
に
至
っ
て
錫
山

道
に
合
す
、
長
さ
一
里
十
二
町
余
広
さ
一
間
。
錫
山
街
道 

里
道
一
等
に
属
す
。
山
川
路
の
坂
之
上
よ
り
西
に
折
れ
錫
山
に
至
る
、
長
さ

一
里
三
十
五
町
八
間
余
広
さ
三
尺
五
寸
。
松
ヶ
野
道 

里
道
一
等
に
属
す
。
野
頭
川
辺
街
道
の
南
よ
り
西
に
折
れ
松
ヶ
野
を
経
て
錫
山
に

達
す
、
長
さ
一
里
十
町
余
広
さ
三
尺
二
寸
。
伊
集
院
往
還 

里
道
一
等
に
属
す
。
伊
作
往
還
の
中
央
字
枦は

ぜ

ノ
木
畑
よ
り
北
に
折
れ
中
村
、

山
田
村
、
五
ヶ
別
府
村
を
経
て
伊
集
院
駅
に
通
ず
。
」 

 
 
 

と
あ
り
、
山
川
路
（
現
在
の
国
道
二
二
五
号
線
と
二
二
六
号
線
に
当
る
）
と
西
目
街
道
（
現
在
の
県
道
伊
作
線
）
と
川
辺
街
道
（
現
在
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の
国
道
二
二
五
号
線
）
が
い
ず
れ
も
県
道
三
等
で
あ
り
、
浜
田
道
と
錫
山
街
道
と
松
ヶ
野
道
と
伊
集
院
往
還
（
現
在
の
県
道
小
山
田
谷
山

線
と
県
道
永
吉
入
佐
鹿
児
島
線
）
が
当
時
は
里
道
（
現
在
の
言
葉
で
は
市
道
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
浜
田
道
と
松

ヶ
野
道
は
、
現
在
で
も
市
道
で
あ
る
。 

こ
こ
で
山
川
路
に
関
し
て
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
山
川
路
に
出
て
く
る
谷
山
駅
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
宇
宿
か
ら

清
見
橋
ま
で
の
現
国
道
は
明
治
以
前
か
ら
通
じ
て
い
た
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。 

 
 

駅
と
い
う
の
は
、
鉄
道
の
開
け
た
今
日
で
は
汽
車
の
発
着
す
る
停
車
場
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
昔
で
は
ウ
マ
ヤ
あ
る
い
は
宿
場

の
こ
と
で
、
人
馬
や
舟
の
発
着
地
ま
た
は
中
継
地
を
さ
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
駅
な
る
も
の
は
交
通
の
要
点
や
町
の
中
央
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
谷
山
の
場
合
は
松
崎
町
（
下
町
中
組
寺
下
を
含
む
）
に
駅
が
あ
る
の
が
当
然
で
、
現
に
上
松
崎
の
浜
田
金
物
店
が
あ

る
一
帯
の
地
区
に
は
大
正
時
代
ま
で
旅
館
が
並
び
、
馬
車
も
こ
こ
に
待
機
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
三
十
五
年
十
月
に
旧
県
庁
（
山

下
町
中
央
公
園
内
）
前
に
建
て
ら
れ
た
鹿
児
島
県
里
程
元
標
（
今
で
も
残
っ
て
い
る
）
に
は
各
駅
へ
の
里
程
が
示
さ
れ
、
谷
山
駅
へ
は
二

里
十
八
町
四
十
七
間
四
尺
と
示
さ
れ
て
い
る
。
谷
山
の
松
崎
本
通
り
池
田
直
太
郎
呉
服
店
（
現
在
谷
山
市
商
工
会
）
の
前
に
里
程
標
の
石

柱
が
建
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
は
鹿
児
島
県
庁
へ
二
里
十
八
町
四
十
七
間
四
尺
と
同
じ
く
刻
ま
れ
て
い
た
。
明
治
十
五
年
に
出
さ
れ
た
前
記

の
鹿
児
島
県
地
誌
に
は
「
鹿
児
島
県
庁
よ
り
谷
山
駅
へ
二
里
二
十
町
十
九
間
一
尺
」
と
あ
り
、
ま
た
「
鹿
児
島
県
庁
よ
り
南
に
距
る
二
里

二
十
六
町
十
七
間
八
尺
元
標
は
本
村
（
上
福
元
村
）
の
中
央
字
枦
ノ
木
畑
に
在
り
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
谷
山
駅
の
所
在
地
と
谷
山
の
里

程
元
標
所
在
地
と
の
間
に
は
距
離
に
す
こ
し
相
違
が
あ
る
が
、
谷
山
駅
と
い
う
の
は
松
崎
町
内
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

い
ま
一
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
宇
宿
界
か
ら
清
見
橋
に
通
じ
て
い
る
現
在
の
国
道
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
鹿
児
島
地
誌
に
も
全
然
出
て
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こ
な
い
の
で
、
こ
の
区
間
の
大
道
は
明
治
三
十
年
前
後
に
県
道
と
し
て
新
た
に
造
築
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
右
の
県
誌
に
よ
れ
ば

「
山
川
路
（
一
名
谷
山
街
道
ま
た
は
下
潟
街
道
）
は
宇
宿
の
界
か
ら
上
福
元
村
、
塩
屋
村
を
経
て
谷
山
駅
に
至
る
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た

同
地
誌
に
は
永
田
橋
と
柏
原
橋
の
こ
と
が
示
さ
れ
、
清
見
橋
の
こ
と
は
全
然
書
か
れ
て
い
な
い
。
柏
原
橋
に
つ
い
て
は
「
山
川
路
に
架
す
、

塩
屋
村
の
東
柏
原
川
（
永
田
川
）
の
下
流
に
架
す
板
橋
長
さ
五
十
三
間
広
さ
二
間
」
と
あ
る
。
清
見
橋
が
は
じ
め
て
石
橋
と
し
て
掛
け
ら

れ
た
の
が
明
治
三
十
年
九
月
で
あ
る
か
ら
、
清
見
橋
宇
宿
間
の
現
国
道
は
そ
の
清
見
橋
を
架
け
た
こ
ろ
か
ら
新
設
さ
れ
た
県
道
で
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
永
田
橋
に
つ
い
て
は
「
旧
谷
山
往
還
に
属
す
、
上
福
元
村
の
中
央
柏
原
川
に
架
す
、
石
造
り
に
し
て
長
さ
八
間
広

さ
二
間
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 

こ
こ
で
、
鹿
児
島
か
ら
谷
山
を
経
て
山
川
に
至
る
「
山
川
路
」
と
、
谷
山
か
ら
鹿
児
鳥
に
往
復
す
る
「
谷
山
往
還
」
と
は
明
治
以
前
か
ら

の
主
要
道
路
で
あ
っ
た
。
山
川
路
は
一
名
下
潟
街
道
と
も
呼
ば
れ
る
海
岸
線
で
あ
り
、
谷
山
往
還
は
海
岸
線
に
対
し
て
山
手
線
に
な
る
。

そ
こ
で
、
海
岸
線
は
宇
宿
か
ら
上
塩
屋
、
中
塩
屋
、
小
松
原
を
通
り
柏
原
橋
を
渡
っ
て
、
柏
原
、
東
塩
屋
、
下
町
に
出
て
、
さ
ら
に
中

組
、
寺
下
を
通
っ
て
潮
見
橋
に
出
て
、
潮
見
橋
か
ら
和
田
塩
屋
、
一
番
組
、
掛
之
下
を
通
っ
て
和
田
名
に
至
り
、
こ
こ
で
坂
之
上
道
路
に

つ
な
が
っ
た
。
松
崎
本
通
り
に
出
る
に
は
、
主
と
し
て
下
町
の
納
屋

な

や

の
あ
た
り
か
ら
上
っ
て
い
た
。
納
屋

な

や

の
一
角
す
な
わ
ち
現
在
谷
山
市

漁
業
協
同
組
合
の
あ
る
所
に
鹿
児
島
警
察
の
谷
山
分
署
が
は
じ
め
て
で
き
た
（
明
治
十
一
年
）
の
も
、
こ
の
海
岸
線
が
い
か
に
主
要
道
路

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
人
の
交
通
が
多
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。 

 
 
 

山
手
線
は
、
宇
宿
か
ら
笹
貫
、
波
之
平
、
新
入
、
薬
師
堂
を
経
て
永
田
橋
を
渡
り
、
惣
福
、
堂
園
、
柿
木
田
を
通
っ
て
真
方
、
大
園
、

平
馬
場
か
ら
滝
下
に
至
り
、
赤
土
坂
涼
松

す
ず
ん

を
経
て
伊
作
に
通
じ
て
い
た
。
こ
の
道
が
旧
伊
作
街
道
の
一
部
で
あ
る
。
滝
下
の
小
滝
に
最
近



  

ま
で
茶
屋
が
あ
り
掛
橋
坂
を
の
ぼ
り
く
だ
り
す
る
者
が
こ
の
茶
屋
に
休
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
道
は
、
馬
に
無
塩

ぶ
え
ん

の
魚
を

さ
か
な

の

せ
て
加
世
田
、
伊
作
方
面
か
ら
鹿
児
島
に
往
還
す
る
重
要
道
路
で
あ
っ
た
。
一
方
こ
の
山
手
線
は
永
田
橋
を
渡
っ
て
か
ら
、
辻
之
堂
に
出

る
道
も
こ
の
あ
た
り
か
ら
分
岐
し
て
い
た
。
辻
之
堂
か
ら
は
ま
た
北
麓
と
木
之
下
に
通
じ
、
北
麓
か
ら
は
南
麓
や
松
崎
に
通
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。
今
も
あ
る
永
田
橋
の
石
橋
は
ず
い
ぶ
ん
古
い
も
の
で
、
一
名
を
「
馬
継
ぎ
橋
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
鹿
児
島
往
還
に

馬
の
乗
り
替
え
を
し
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
別
名
で
あ
ろ
う
。
永
田
橋
の
た
も
と
に
、
今
で
も
馬
蹄
鉄

つ
ば
て
い
て
つ

を
打
っ
て
い
る
鍛
治

か

じ

屋や

が
あ
る

の
は
、
そ
の
な
ご
り
で
も
あ
ろ
う
。 

な
お
こ
こ
で
付
記
し
た
い
こ
と
は
、
清
見
橋
と
い
う
橋
名
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
昔
こ
の
付
近
に
清
見
寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
北
清
見
、
南
清
見
と
い
う
地
名
は
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
時
の
谷
山
郵
便
局
長
大
脇
為
明
の
つ
け
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
谷
山
の
市
街
地
は
南
か
ら
北
に
、
特
に
南
清
見
か
ら
北
清
見
方
面
に
向
か
っ
て
著
し
い
発
展
を
と
げ
、
近
い
将
来
に
は
清
見
橋
が
谷

山
市
街
の
中
心
と
な
ろ
う
。 
 
 
 
 
 
 

元
来
、
道
路
な
る
も
の
は
人
馬
や
車
の
通
う
道
で
あ
る
か
ら
、
千
年
も
二
千
年
も
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
里
と
里
、
里
と
農
耕
地

な
ど
の
間
に
道
の
設
け
ら
れ
た
の
は
自
然
で
あ
り
、
村
か
ら
他
村
へ
他
町
へ
大
き
な
道
路
の
開
け
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
が
長
い
年

月
の
間
に
、
新
道
が
で
き
た
た
め
に
従
来
の
道
が
廃
道
と
な
り
、
あ
る
い
は
旧
道
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
谷
山
知
覧
線
は
昔

は
五
位
野
を
起
点
と
し
山
川
路
と
の
三
叉
路
に
は
茶
店
も
数
軒
あ
っ
て
馬
車
も
こ
こ
に
待
機
し
て
い
た
が
、
今
で
は
平
川
が
起
点
と
な
っ

て
五
位
野
道
は
廃
道
に
な
っ
て
い
る
。
坂
之
上
か
ら
草
野
方
面
に
通
ず
る
光
山
線
は
昔
は
主
要
道
路
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
国
道
線
の
裏

線
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
千
年
も
前
か
ら
伊
作
に
行
く
道
路
は
、
本
城
か
ら
大
久
保
、
大
脇
原
を
通
っ
て
勘
場
に
出
て
柳
ヶ
谷
を
越
え
て
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伊
作
領
に
入
っ
た
も
の
で
、
今
の
谷
山
伊
作
線
は
ず
っ
と
後
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。 

今
日
現
存
し
て
い
る
道
路
に
し
て
も
、
道
幅
が
拡
げ
ら
れ
た
り
、
急
な
カ
ー
ブ
が
直
線
化
さ
れ
た
り
、
勾
配
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
り
し
て

改
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
に
い
た
っ
て
は
、
大
型
自
動
車
の
出
現
に
よ
っ
て
道
幅
は
ず
っ
と
広
く
な
り
、
ま
た
主
要
幹
線

は
ほ
と
ん
ど
舗
装
道
路
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
幾
多
の
う
よ
曲
折
や
い
ろ
い
ろ
な
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

今
か
ら
一
千
年
も
前
の
中
世
期
頃
ま
で
は
、
麓
や
松
崎
の
中
央
部
落
は
洲
崎
と
し
て
盛
り
上
っ
た
所
で
、
そ
の
周
囲
は
遠
浅
の
海
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
質
学
上
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
中
世
期
ご
ろ
ま
で
の
政
治
的
な
中
心
と
交
通
の
要
点
は
山
田
に
始
ま
り
、

そ
れ
か
ら
本
城
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
谷
山
五
郎
隆
信
が
本
城
を
拠
点
と
し
た
の
も
こ
れ
が
た
め
で
あ
り
、
道
路
に
し
て
も
西
北
と
西

南
の
山
沿
い
の
線
が
本
城
に
合
し
、
ま
た
本
城
を
起
点
と
し
て
大
久
保
か
ら
大
脇
原
に
出
て
伊
作
に
通
じ
、
あ
る
い
は
本
城
か
ら
玉
利
、

木
屋
宇
都
に
出
て
錫
山
に
通
じ
て
い
た
。 

 
 
 

な
お
歴
史
の
上
に
多
少
の
ゆ
か
り
の
あ
る
道
と
し
て
は
、
勘
場
柳
ヶ
谷
か
ら
尾
根
を
縫
っ
て
錫
山
に
至
る
山
道
が
あ
り
、
こ
の
山
道
の

中
途
に
は
狩
に
出
ら
れ
た
藩
主
が
頭
や
顔
を
洗
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
鬢び

ん

石
」
が
あ
る
。
ま
た
三
重
野
か
ら
小
川
に
沿
っ
て
山
田
谷
に

下
る
山
道
は
、
三
重
野
の
刀
鍛
治
が
海
岸
か
ら
砂
鉄
を
運
び
、
あ
る
い
は
波
平
の
刀
工
が
山
か
ら
木
炭
を
運
ん
だ
道
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
市
道
の
こ
と
を
少
し
述
べ
る
。
市
道
は
昔
は
里
道
と
い
い
、
村
時
代
に
は
村
道
、
町
時
代
に
は
町
道
と
い
っ
て
い
た
。
人
が
住

み
つ
く
と
里
道
が
で
き
た
の
で
、
里
道
の
発
祥
は
太
古
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
現
在
谷
山
に
は
一
四
七
の
市
道
が
あ
り
、
そ
の

総
延
長
は
一
八
二
・
六
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
幅
員

ふ
く
い
ん

三
メ
ー
ト
ル
以
上
が
九
三
キ
ロ
余
、
四
メ
ー
ト
ル
以
内
が
七
キ
ロ
、
九
メ
ー
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ト
ル
以
内
が
一
・
五
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
市
の
区
画
整
理
に
伴
い
、
多
く
の
市
道
が
縦
横
に
布
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

市
道
す
な
わ
ち
里
道
の
開
設
年
月
な
ど
は
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
各
地
に
は
道
路
記
念
碑
や
改
修
記
念
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
建
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
左
に
し
る
す
。 

三
重
ヶ
野
、
道
路
紀
念
碑
（
明
治
四
一
年
一
一
月
建
立
）
。
中
上
西
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
明
治
四
四
年
一
二
月
）
。
野
頭
、
道
路
改

修
紀
念
碑
（
大
正
二
年
七
月
）
。
新
入
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
大
正
十
年
六
月
）
。
錫
山
、
道
路
紀
念
碑
（
大
正
十
年
八
月
）
。

三
重
ヶ
野
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
大
正
一
一
年
一
一
月
）
。
市
街
地
計
画
と
し
て
松
原
、
耕
地
整
理
紀
念
碑
（
大
正
一
五
年
四
月
）
。

山
田
谷
、
道
路
改
修
架
橋
紀
念
碑
（
大
正
一
五
年
五
月
）
。
柿
木
田
、
大
修
繕
紀
念
碑
（
大
正
八
年
十
月
）
。
五
ヶ
別
府
福
永
、
間
道

路
開
通
紀
念
碑
（
昭
和
一
一
年
三
月
）
。
山
田
鹿
倉
、
架
橋
道
路
改
修
紀
念
碑
（
大
正
一
四
年
一
二
月
）
。
笹
貫
、
新
道
路
改
修
紀
念

碑
（
昭
和
三
年
五
月
）
。
山
田
永
谷
、
道
路
開
通
紀
念
碑
（
昭
和
九
年
三
月
）
。
五
ヶ
別
府
茂
頭
、
改
修
道
路
紀
念
碑
（
昭
和
六
年
十

月
）
。
野
頭
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
四
年
一
一
月
）
。
山
田
一
丁
田
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
四
年
三
月
）
一
丁
田
、
架
橋
改
修

紀
念
碑
（
昭
和
五
年
三
月
）
。
古
屋
敷
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
三
年
一
二
月
）
。
玉
利
、
農
耕
道
路
竣
工
紀
念
碑
（
昭
和
二
四
年

四
月
）
。
笹
貫
、
新
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
三
〇
年
八
月
）
。
野
頭
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
二
七
年
四
月
）
。
高
見
砂
走
、
道

路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
三
〇
年
十
月
）
。
五
ヶ
別
府
川
口
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（
昭
和
一
四
年
五
月
）
。
野
頭
、
道
路
改
修
紀
念
碑
（

昭
和
二
七
年
四
月) 

 
 
 
 

次
は
車
馬
に
つ
い
て
述
べ
る
。
昔
は
、
馬
と
駕
籠

か

ご

が
主
な
乗
り
物
で
あ
る
が
、
谷
山
で
は
軍
馬
は
別
と
し
て
駕
籠

か

ご

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
運
搬
用
の
馬
と
し
て
は
、
荷
を
背
負
わ
せ
た
駄
馬
と
車
を
引
く
荷
馬
車
が
多
か
っ
た
。
殊
に
荷
馬
車
の
ご
と
き
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は
貨
物
自
動
車
の
出
現
ま
で
は
ど
こ
で
も
広
く
使
わ
れ
て
い
て
、
近
距
離
や
特
殊
の
港
湾
荷
役
な
ど
に
は
今
も
一
部
残
っ
て
い
る
所
が
あ

る
。
乗
り
物
用
と
し
て
は
、
乗
合
馬
車
が
よ
く
用
い
ら
れ
、
谷
山
に
電
車
が
開
通
し
て
も
谷
山
と
鹿
児
島
間
に
は
馬
車
を
走
ら
せ
る
業
者

も
一
部
に
は
あ
り
、
ま
た
汽
車
や
バ
ス
の
通
ず
る
ま
で
は
川
辺
や
喜
入
方
面
へ
の
乗
り
物
は
み
な
馬
車
で
あ
っ
た
。
馬
車
が
待
機
し
て
い

る
あ
る
い
は
駐
車
し
て
い
る
所
は
、
上
松
崎
の
旅
館
の
あ
る
付
近
と
五
位
野
の
茶
屋
付
近
で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
駅
伝
と
し
て
鹿
児
島
や
南

薩
方
面
の
乗
客
も
多
か
っ
た
。 

乗
り
物
と
し
て
は
人
力
車
も
よ
く
使
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
比
較
的
新
し
く
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
自
転
車
や
自
動
車
の
時

代
と
な
る
と
人
力
車
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。
明
治
三
十
七
年
に
は
、
鹿
児
島
と
谷
山
の
間
に
早
く
も
乗
合

の
り
あ
い

自
動
車
が
走
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
県
下
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
り
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
当
時
は
木
炭
を
燃
料
と
す
る
木
炭
自
動

車
で
あ
っ
た
が
、
前
に
も
述
べ
た
馬
車
と
共
に
、
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
っ
た
。
電
車
が
開
通
し
た
の
は
、
あ
と
で
説
く
よ
う
に
大
正
元

年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
馬
車
や
乗
合

の
り
あ
い

木
炭
車
が
主
役
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
の
時
代
と
な
る
と
、
乗
合

の
り
あ
い

自
動
車
や

ハ
イ
ヤ
ー
や
自
家
用
車
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
東
亜
戦
争
中
ガ
ソ
リ
ン
の
な
い
と
き
に
は
木
炭
の
乗
合

の
り
あ
い

自
動
車
が
一
時
復
活

し
た
こ
と
も
あ
る
。
今
日
は
全
く
ガ
ソ
リ
ン
の
時
代
で
あ
り
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
が
い
ち
じ
る
し
く
ふ
え
て
、
谷
山
の
最
近
に
お
け

る
一
日
の
交
通
量
も
二
万
台
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
（
こ
の
統
計
は
あ
と
で
示
す
。
） 

最
後
に
海
上
交
通
を
記
す
る
。
谷
山
に
は
漁
港
は
あ
る
が
、
遠
浅
で
汽
船
の
出
入
は
も
ち
ろ
ん
大
型
漁
船
で
も
沖
に
つ
く
。
こ
ん
な
わ

け
で
、
漁
士
の
出
入
は
あ
る
が
、
他
村
か
ら
の
客
の
出
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

た
だ
、
海
上
交
通
に
関
し
て
一
、
二
の
故
事
を
書
き
そ
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
神
武
天
皇
と
豊
臣
秀
頼
に
関
し
て
で
あ
る
。
柏
原



  

に
は
神
武
天
皇
を
祭
る
柏
原
神
社
が
あ
る
が
、
こ
の
神
社
境
内
に
神
武
天
皇
御
駐

ち
ゅ
う

蹕ひ
つ

伝
説
地
谿
山
之
碑
が
建
っ
て
い
て
、
そ
の
碑
文
の
一

部
に
「
神
武
天
皇
高
千
穂
宮
に
在
り
皇
妃
吾
平
津
媛
の
生
地
吾あ

た

田
の
地
に
幸
し
屢
々
此
の
処
に
駐
ま
り
絵
ふ
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
武

天
皇
は
大
隅
の
内
海
か
ら
谷
山
の
柏
原
に
船
着
き
し
て
、
こ
こ
に
た
び
た
び
上
陸
せ
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
障
子
川

の
河
口
は
昔
は
港
で
あ
っ
て
、
薩
摩
落
ち
し
た
豊
臣
秀
頼
は
障
子
川
河
口
に
入
り
、
こ
こ
か
ら
古
屋
敷
に
上
陸
し
て
木
之
下
に
住
ま
わ
れ

た
と
の
一
説
が
あ
る
。
ま
た
、
是
枝
柳
右
衛
門
が
捕
縛
さ
れ
て
屋
久
島
に
流
さ
れ
る
途
中
、
大
阪
か
ら
の
船
が
谷
山
の
前
浜
に
一
時
着
い

た
こ
と
も
あ
る
。
こ
ん
な
次
第
で
、
海
上
交
通
に
は
歴
史
的
な
場
面
も
あ
っ
た
。 

第
二
章   
軌
道
と
バ
ス 

谷
山
に
電
車
が
開
通
し
た
の
は
大
正
元
年
十
二
月
一
日
で
あ
っ
て
、
起
点
は
武
之
橋
で
終
点
は
上
福
元
四
二
五
二
番
地
（
現
在
谷
山
電

停
）
で
あ
る
。
こ
の
谷
山
線
電
車
は
、
明
治
四
十
五
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
鹿
児
島
電
気
軌
道
株
式
会
社
が
、
始
め
経
便
鉄
道
法
に
よ
っ

て
申
請
布
設
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

会
社
の
発
起
人
は
創
立
委
員
長
染
川
権
輔
ほ
か
十
七
名
で
あ
っ
て
、
こ
の
発
起
人
の
中
に
は
谷
山
か
ら
長
野
武
熊
、
岩
崎
栄
二
、
古
川

幸
太
郎
が
含
ま
れ
て
い
る
。
創
立
当
初
の
資
本
金
は
百
万
円
、
当
初
の
社
長
は
作
地
知
峻
で
常
務
は
久
保
熊
彦
で
あ
る
が
、
久
保
常
務
は

松
方
老
公
の
甥お

い

に
当
り
、
ま
た
発
起
人
の
中
に
は
松
方
幸
次
郎
も
あ
っ
て
、
会
社
の
創
立
に
は
谷
山
の
人
々
が
相
当
に
関
係
し
て
い
る
。

な
お
、
鹿
児
島
市
街
地
に
武
之
橋
か
ら
鹿
児
島
駅
の
間
に
電
車
が
布
設
さ
れ
た
の
は
、
谷
山
線
の
完
成
か
ら
少
し
後
の
大
正
三
年
十
二
月
で
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あ
り
、
ま
た
市
内
第
二
期
線
の
高
見
馬
場
西
鹿
児
島
間
の
竣
成
は
大
正
四
年
十
二
月
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
谷
山
線
が
最
初
で
あ
り
、

如
何
に
谷
山
が
始
め
か
ら
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。 

谷
山
線
の
乗
車
賃
は
武
之
橋
谷
山
間
を
六
区
に
分
ち
、
一
区
間
の
片
道
運
賃
二
銭
で
全
線
十
二
銭
、
こ
れ
に
通
行
税
一
銭
を
加
え
て
十

三
銭
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
午
前
七
時
ま
で
の
運
賃
は
こ
れ
を
半
減
し
た
。
な
お
こ
こ
で
付
記
し
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
谷
山
鹿
児
島

間
の
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
っ
た
乗
合

の
り
あ
い

馬
車
は
電
車
開
通
に
よ
っ
て
非
常
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
、
い
き
お
い
電
車
終
点
に
移
動
集
合
す

る
に
至
り
、
会
社
は
和
田
名
、
五
位
野
、
川
辺
峠
方
面
に
馬
車
連
絡
切
符
を
発
売
し
て
失
業
し
た
馬
車
営
業
者
の
救
援
を
講
じ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。 

軌
道
会
社
は
経
営
十
八
ヶ
年
に
し
て
昭
和
三
年
七
月
鹿
児
島
市
に
売
却
移
譲
し
て
、
鹿
児
島
市
電
と
な
り
、
今
日
市
交
通
局
の
経
営
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
市
交
通
局
で
は
市
内
に
バ
ス
路
線
も
経
営
し
て
い
た
が
、
谷
山
電
停
と
和
田
名
間
の
バ
ス
路
線
は
昭
和
二
十

四
年
か
ら
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
谷
山
慈
眼
寺
公
園
の
臨
時
バ
ス
は
昭
和
三
十
一
年
以
来
春
秋
に
運
行
さ
れ
て
い
る
。 

谷
山
電
停
の
乗
降
者
数
に
つ
き
、
最
近
の
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
一
日
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
一
八
七
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

だ
い
た
い
、
一
日
平
均
一
万
一
千
人
が
乗
り
降
り
し
て
い
る
の
が
昨
今
の
状
況
で
あ
る
。
市
電
の
各
停
留
所
中
、
一
番
乗
降
者
の
多
い
の

は
天
文
館
、
次
が
イ
ヅ
ロ
、
谷
山
電
停
は
第
三
位
で
あ
り
、
谷
山
線
は
い
つ
も
満
員
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。 

国
鉄
の
鉄
道
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
西
鹿
児
島
駅
か
ら
指
宿
、
山
川
へ
の
指
宿
線
が
で
き
て
、
そ
の
間
に
谷
山
駅
と
五
位
野
駅
が
設
け

ら
れ
た
の
は
共
に
昭
和
五
年
十
二
月
七
日
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
平
川
駅
が
設
け
ら
れ
た
の
が
昭
和
九
年
五
月
二
十
日
、
坂
之
上
駅
の
設
け

ら
れ
た
の
は
最
近
の
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
谷
山
の
よ
う
な
一
つ
の
地
方
都
市
に
四
つ
の
駅
が
あ
る
と
い
う
の
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は
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
。 

谷
山
駅
に
つ
い
て
乗
降
者
の
数
を
見
る
と
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
定
期
券
客
五
二
九
四
八
人
、
普
通
切
符
客
八
〇
一
七
人
、
合
計
六

〇
九
六
五
人
が
一
ヶ
月
の
数
で
あ
る
。
な
お
谷
山
駅
の
貨
物
取
り
扱
い
数
を
見
る
と
、
こ
の
十
一
月
が
発
送
二
一
五
屯
、
到
着
一
三
三
屯

と
な
っ
て
い
る
。
発
送
量
は
こ
こ
数
年
来
減
少
の
傾
向
が
あ
る
が
、
到
着
量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
な
お
昭
和
三
十
九
年
度
の
五
位
野

駅
の
一
般
と
定
期
の
乗
客
は
一
日
平
均
四
五
〇
人
、
平
川
駅
は
二
六
六
人
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

次
に
、
会
社
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
記
す
る
と
、
谷
山
に
路
線
を
有
す
る
バ
ス
会
社
は
現
在
鹿
児
島
交
通
株
式
会
社
だ
け
で
あ
る
。
国

道
の
指
宿
線
は
も
と
林
田
交
通
バ
ス
で
運
行
し
て
い
た
が
、
南
薩
鉄
道
会
社
（
鹿
児
島
交
通
会
社
の
前
身
）
が
そ
の
路
線
権
利
を
譲
り
受

け
て
昭
和
二
年
頃
か
ら
経
営
し
て
い
る
。
谷
山
を
通
過
す
る
伊
作
路
線
と
川
辺
路
線
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
年
頃
か
ら
、
錫
山
線
は
昭
和
十

年
か
ら
、
西
駅
か
ら
山
田
方
面
へ
の
路
線
や
広
木
、
五
ヶ
別
府
線
は
昭
和
十
一
年
か
ら
、
谷
山
電
停
か
ら
中
、
山
田
行
き
の
中
山
線
は
昭

和
二
十
七
年
か
ら
、
と
も
に
南
薩
鉄
道
会
社
の
経
営
で
あ
る
。
こ
の
南
薩
鉄
道
会
社
は
昭
和
三
十
九
年
に
鹿
児
島
交
通
株
式
会
社
と
改
称

し
て
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。 

こ
こ
で
谷
山
の
交
通
量
を
調
べ
る
と
、
電
車
や
汽
車
は
除
い
て
国
道
筋
だ
け
を
拾
う
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
道
の
上

塩
屋
三
又
路
に
お
い
て
昭
和
四
十
年
十
月
の
あ
る
一
日
の
交
通
量
で
あ
っ
て
、
谷
山
警
察
署
の
記
録
に
よ
る
。 

オ
ー
ト
バ
イ
単
車 
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乗
合

の
り
あ
い

バ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

四
四
三
〃 

軽
貨
物
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
 
    

二
七
二
五
〃 

小
型
貨
物
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
   

三
九
三
一
〃 

貨
客
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

一
七
一
二
〃 

普
通
貨
物
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
 
  

一
〇
三
五
〃 

特
殊
貨
物
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
 
    

三
〇
八
〃 

軍
用
自
動
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

二
〃 

自
転
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

二
八
五
九
〃 

一
日
の
交
通
量
、 

計
二
一
五
七
七
台 

こ
の
ほ
か
に
、
牛
馬
六
八
頭
、
歩
行
者
一
〇
七
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
歩
行
者
が
少
く
て
自
動
車
や
単
車
ま
た
は
自
転
車
の
交
通

が
多
い
か
が
わ
か
る
。 
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